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報道関係各位 

岩手県立大学 

いわての情報教育の活性化にむけて 
〜「岩手県情報教育担当教員研究会」開催のお知らせ〜 

 
 本研究会は、県内の情報教育の高度化・活性化を目指して、県教育委員会をはじめ、県総合教育

センター、県内高校の皆様に御協力いただきながら、県内高校で教科『情報』を担当されている教

員の交流の場とすべく、平成 28年度より、ソフトウェア情報学部主催で開催しています。 

この間、平成 29 年 3 月に小学校と中学校の学習指導要領が、平成 30 年 3 月には高校の学習指

導要領がそれぞれ改訂され、小中高を通じて統計教育や情報活用能力（プログラミング教育含む）

の充実が図ることとされています。 

 

 

令和元年度から小学校ではプログラミング教育が

必修化され、令和 2年度からは中学「技術・家庭科」

でプログラミングの単元が拡充されます。さらに、令

和 3 年度からは、高校「情報Ⅰ」が必履修科目とな

り、情報の科学的理解やプログラミングを文系・理系

を問わず全国の生徒が学ぶことになります。同時に、

中学と高校の数学科では統計教育のための単元が拡

充されます。また、岩手県では、「いわて県民計画」

の中で、第 4 次産業革命技術を活用しながら新たな

社会を創造し、岩手県の未来をけん引する人材の育

成を目指すプロジェクトをスタートしています。 

 

 そこで、今回の研究会では、高校の情報科に関する話題に加えて、高校と中学の数学科にも焦点

をあて、講演 1では「情報科と数学科の連携」、講演 2では「ＩＣＴ活用型数学授業」をテーマと

することといたしました。そのため、今回の研究会は、県内高校のみならず、県内中学校にも案内

を差し上げております。 

 今回の研究会を通じて、岩手県内での情報教育の活性化がはかられ、数理科学やコンピュータ科

学に関心・興味をもつ児童生徒が増え、大学等へ進学して数理・情報分野を専門的に学び、いわて

の未来の創り手となることを期待しておりますので、当日の取材について、よろしくお願い申し上

げます。 
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